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か
へ
る
こ
ご
が
出
末
た
。
土
地
の
者
が
先
へ
行
く
ご
い

四

竣
工
式
に
は
畏
く
も
理
武
天
皇
は
光
明
皇
后
ご
共
に
、

マJ

、
い
つ
か
寺
の
近
く
で
中
村
先
生
の
御
一
行
を
振

b

工
し
て
、
十
四
年
目
の
天
平
十
年
の
秋
に
出
末
上

b‘

溝
川
に
泥
を
か
ぶ
る
泥
鎗
を
見
な
が
ら
歩
き
そ
め
る

こ
の
池
は
聖
武
天
皇
の
紳
編
二
年

1

一
月
五

H
か
ら
起

騨
前
に
掃
除
終
へ
た
る
學
童
は
息
も
お
も
ひ
に
靴
干

し
て
を
り

あ
っ
た
。

目
を
つ
け
て
、
寺
ご
結
び
つ
い
た
も
の
だ
等
の
御
話
が

日
曜
の
あ
し
た
い
き
は
ひ
學
童
ら
さ
ら
ひ
を
使
ひ
埃

立
て
つ
A

の
許
し
が
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
0

そ
こ
に
楠
公
が

生
は
し
毎

H
掃
除
を
分
朔
す
る
よ
し
で
あ
る
。

の
池
の
主
で
あ
っ
て
｀
田
地
に
水
を
出
す
に
し
て
も
寺

騨
前
は
俄
か
に
騒
々
し
く
な
っ
た
°
此
の
村
の
小
學

原
刀
自
が
来
ら
れ
、
顔
だ
け
知
っ
た
人
等
も
来
た
。

あ
っ
て
も
、
降
り
た
の
は
私
だ
け
だ
、
や
や
あ
っ
て
桑

八
時
五
分
、
阪
和
久
米
田
繹
へ
着
<
°
乗
る
人
々
は

久

米

田

寺

マ）

寺
の
櫂
力
に
つ
い
て
、
久
米
川
寺
、
即
ち
隆
池
院
は
此

久
米
田
池
畔
に
小
休
、
中
村
先
生
は
、
池
に
閥
す
る

が
洩
れ
る
。

ふ
こ
ご
が
あ
る
か
、

仲

開

日

紳

祉

田
ヘ

ご
の
誰
か
の
磐
に
互
ひ
に
徹
苦
笑

應

弘



ざ
れ
だ
け
、
貴
重
視
さ
れ
た
か
が
解
る
の
で
あ
る
:
中

で
も
正
成
の
は
よ
く
、
三
十
八
才
位
の
筆
の
よ
し
だ
。

こ
の
寺
の
た
け
は
、
阜
う
か
ら
指
定
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
畜

輪
閻
筒
を
埋
め
た
趾
の
あ
る
の
を
見
る
ご
、
諸
兄
公
よ

つ
て
、
側
の
小
碑
に
、
橘
詣
兄
塚
ご
あ
る
0

虞
々
に
埴

式
で
。
後
皿
の
頂
き
に
は
、

一
丈
位
の
賓
館
印
塔
が
あ

昔
は
、
古
文
古
は
國
究
に
な
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
が
、

橘
賭
兄
公
の
媒
だ
マ
J

い
ふ
古
瑣
へ
登
る
Q

前
方
後
皿

指
定
さ
れ
て
ゐ
る
。

座
敷
に
古
文
壽
が
艇
げ
ら
れ
た
0

久
米
田
寺
の
古
文

曹
<
J

い
つ
て
、
古
文
背
學
上
打
名
な
も
の
で
、
斯
逍
に

あ
る
者
で
、
久
米
田
寺
の
古
文
書
を
知
ら
ね
ば
恥
の
様

に
一
本
は
れ
て
ゐ
る
位
で
、
そ
の
内
二
十
九
通
は
國
賽
に

あ
ら
う
。

つ
て
、
碑
名
も
あ
る
が
、
後
の
人
が
、
捌
い
だ
も
の
で

寺
の
裏
に
、
光
明
皇
后
の
御
墓
だ
ご
い
ふ
小
丘
が
あ

明
が
あ
っ
て
、
毀
食
に
す
る
。

古
文
古
に
つ
い
て
先
生
か
ら
種
々
、
懇
篤
な
る
御
説

ほ
ひ
を
示
し
て
ゐ
る
。

が
北
朝
に
傾
い
て
い
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

梗
が
五
六
寸
の
び
て
ゐ
て
＂
時
来
れ
ば
ぷ
＂
を
持
つ
い
き

の
年
腕
は
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
、
漸
次
、
寺
勢

寺
門
を
入
っ
て
左
手
へ
、
方
丈
へ
ゆ
く
0

庭
に
は
桔

古
文
土
り
に
依
つ
て
見
る
マ
J

、
明
知
上
人
以
後
、
南
朝

宜
に
三
百
六
十
七
町
餘
歩
に
及
ぶ
ご
云
は
れ
て
ゐ
る
。

前
で
は
云
は
な
い
方
が
い
い
さ
う
で
あ
る
。

周
園
一
里
二
町
、
水
面
精
六
十
一
町
八
段
、
灌
漑
段
別

平
頃
の
書
風
を
摸
し
た
も
の
か
ご
尋
ね
て
見
て
も
、
人

文
武
百
官
を
従
へ
さ
せ
ら
れ
て
行
幸
さ
れ
た
ご
云
ひ
、

國
賓
外
に
、
博
行
基
筆
縁
起
マ
J

い
ふ
の
が
あ
る
が
天

四



れ
る
様
に
な
っ
た
さ
う
で
、
此
慮
は
元
、
住
吉
紳
祉
の

中
村
先
生
の
御
話
で
は
、
大
念
佛
寺
が
大
寺
マ
J

呼
ば

士
老
翁
が
主
誹
で
、
素
没
嗚
尊
、
生
國
魂
命
も
祀
ら
れ

四

れ
よ
う
ご
し
て
ゐ
た
。

持
つ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。
そ
れ
を
去
つ
て
悟
り
を
開
か

て
あ
る
。

で
、
元
来
は
衆
生
だ
っ
た
0

そ
こ
で
迷
ひ
な
b
煩
憐
を

H
本
の
誹
は
、
我
々
マ
J

同
じ
形
ち
、
同
じ
心
の
持
主

開
口
神
社
の
祭
紳
は
、
事
勝
國
勝
長
狭
命
帥
ち
、
咋
皿

鎮
守
が
手
向
山
八
幡
で
あ
る
。

ヘ

こ
れ
が
鎮
守
の
祉
で
あ
る
0

古
い
の
で
は
、
東
大
寺
の
一

阪
和
で
媒
騨
へ
、
堺
．
ハ
ス
で
大
寺
、
即
ち
開
日
紳
社

の
で
、
寺
の
近
く
に
紳
を
祭
る
様
に
な
っ
た
0

即
ち
、

も
の
を
し
た
か
の
様
に
骰
い
て
ゆ
く
。

そ
れ
で
紳
は
、
佛
を
擁
謹
し
て
下
さ
る
の
だ
ご
云
ふ

初
め
珍
ら
し
が
っ
た
人
々
も
、
騨
へ
来
た
時
は
忘
れ

託
が
あ
っ
た
の
で
、
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

の
歌
を
得
た
。

大
佛
建
立
も
、
反
到
は
あ
っ
た
が
、
宇
佐
八
幡
の
紳

諧
兄
公
の
古
瑣
の
頂
き
の
凍
し
き
に
笹
わ
け
て
埴
輪

闘
筒
探
す

佛
数
も
追
々
信
じ
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
。

氏
が
亡
び
、
蘇
我
氏
の
勢
力
が
盛
大
に
な
る
さ
共
に
、

同
行
の
益
田
悦
子
さ
ん
は

あ
り
、
蘇
我
物
部
雨
氏
の
蜀
抗
か
ら
、
排
斥
派
の
物
部

は
れ
た
Q

佛
数
入
國
以
来
、
そ
れ
を
信
す
る
か
否
か
の
噌
ひ
が

b
す
つ
ご
古
く
仁
徳
期
の
も
の
だ
ら
う
ご
、
先
生
は
云

紳
宮
寺
で
、
紳
宮
寺
の
鎮
守
が
開
日
紳
祉
で
あ
る
。



進
さ
れ
た
年
は
光
起
は
七
十
四
歳
、
死
の
前
年
で
あ
る

頃
に
印
を
持
つ
て
ゐ
る
の
は
餘
程
の
大
家
で
な
く
て
は

此
の
書
叢
の
営
時
マ
J

し
て
勝
れ
て
ゐ
た
か
が
解
る
°
寄

ご
宛
名
し
て
あ
る
の
が
、
文
明
七
年
の
で
あ
る
。
文
明

賓
に
指
定
さ
れ
た
の
は
珍
し
い
の
で
あ
る
が
、

如
何
に

ち
ゃ
l
\

」
ご
し
て
印
が
あ
り
~
「
た
い
ひ
め
の
方
へ
」

起
の
筆
に
な
っ
て
ゐ
る
0

徳
川
初
期
の
も
の
こ
し
て
國

尼
妙
恵
の
指
劃
を
害
き
い
れ
た
も
の
、
又
:
ち
ち
な
や
、

れ
た
も
の
で
、
詞
害
は
公
卿
二
十
五
人
、
檜
は
士
佐
光

で
威
厳
を
保
つ
て
ゐ
る
の
や
、
文
治
三
年
一
一
一
月
三

H
、

さ
れ
た
。
こ
れ
は
元
蒻
翌
年
閥
白
近
衛
基
熙
の
寄
進
さ

徳
川
時
代
最
後
の
京
都
所
司
代
が
、
七
寸
位
の
花
押

大
寺
縁
起
三
巻
は
、
明
治
四
十
＿
二
年
に
國
賓
に
指
定

れ
よ
う
マ
J

し
た
こ
マ
J

も
話
さ
れ
た
。

運
ば
れ
た
古
文
背
を
見
せ
て
戴
く
。

蹄
ら
う
マ
J

し
、
阪
正
臣
は
、
上
代
の
農
潤
さ
を
"
y
J
,
-
C
¥

入

境
内
の
幼
稚
園
で
、
お
話
が
終
つ
て
か
ら
、
長
持
で

猶
こ
れ
よ
り
弱
い
、
千
蔭
は
近
世
を
ぬ
か
し
て
上
代
に

が
並
立
し
た
の
で
あ
る
。

で
あ
る
が
、
現
代
仮
名
の
三
筆
ご
云
は
れ
る
人
々
の
は
、

寺
に
は
鎮
守
、
紳
祉
に
は
軸
宮
寺
が
出
来
て
、
祉
寺

こ
れ
ら
の
文
字
は
平
安
朝
の
も
の
か
ら
見
る
ご
弱
い
の

の
で
、
寺
が
建
て
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
。

ゆ
く
の
は
、
こ
の
綺
怨
に
し
か
見
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
。

軸
祉
の
境
内
に
佛
を
祭
り
、
御
親
を
窟
し
た
り
す
る

さ
れ
る
の
だ
。

迷
ひ
が
あ
る
か
ら
佛
を
守
つ
て
下
さ
る
の
だ
°
聞
法

知
れ
な
い
。
怨
頭
の
害
は
特
に
勝
れ
て
ゐ
る
ご
息
っ
た

が
、
弱
い
マ
J

云
は
れ
た
0

個
々
の
筆
法
の
移
菱
を
見
て

が
，
粛
か
れ
た
の
は
、
精
力
的
な
時
期
で
あ
っ
た
か
も

四
四



お
顔
'
y
J

別
れ
た
。

ゐ
る
事
に
興
味
が
繋
が
る
の
で
あ
る
。

三
上
氏
の
厚
慈
で
大
寺
餅
が
幾
鉢
も
蓮
ば
れ
た
°
幼

A
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▲
懐
徳
堂
逍
物
寄
贈

昭
和
八
年
九
月
二
十
一
―
-
H
中
井

木
菟
麻
呂
氏
よ
り
懐
徳
堂
甲
種
逍
物
こ
し
て
左
の
四
十

群
に
、
明
る
い
笑
み
を
湛
へ
て
ゐ
ら
れ
る
中
村
先
生
の

は
れ
な
が
ら
も
、
塔
か
ら
勿
平
日
を
響
か
せ
な
が
ら
鳩
の

園
兒
逹
の
干
し
忘
れ
ら
れ
た
粘
土
細
工
に
典
味
を
誘

が
あ
る
様
に
息
へ
る
。

稚
園
で
「
あ
ん
こ
ろ
も
ち
」
を
戴
く
の
は
、
何
か
ゆ
か

b

常
時
か
う
し
た
通
名
か
、
戯
姓
名
か
が
用
ゐ
ら
れ
て

叶
は
ぬ
事
の
よ
し
だ
。

螺

細

韻

匝

懐
憾
堂
壁
書
三
面

四
五 菊

卒

刀

子

木

司

令

勢

五＂ュ91P

通

懐
徳
堂
考
定
中
庸

竹
山
先
生
味
禍
壽
布
詩
輻 朱

文
公
大
書
四
訓

E
本

入
徳
門
職

學
問
所
建
立
記
録

逸

史

献

上

祁

録

竹

山

先

生

泣

朕

序

校

公

務

書

類

懐

磁

堂

記

額

面

己

有

園

額

楊

本

懐
懐
堂
紛
岡
屏
風

冽

能

先

生

雙

幅

義

金

助

成

金

薄

懐

儲

甚

院

掲

示

白
鹿
洞
掲
示
昴
本
額
面

石
避
書
懐
低
堂
幅

寒
泉
先
生
出
懐
徳
堂
歌

懐

徳

砕

上

記

帖

蘭
洲
先
生
遠
本
康
熙
字
典

懐
撼
堂
本
大
日
本
史

懐
徳
堂
講
堂
栂
上
小
悴
宋
六
芹
子
園

街
手
御
入
諮
書

同

（下）

紅
子
校
内
建
文
書

助

成

金

書

類

郎
孟
問
所
建
立
文
書
（
上
）

大

阪

學

校

書

類

學

問

所

来

歴

曲

肱

樹

額

而

快
徳
堂
講
堂
節
子
飩
馬
放
牛
岡

中

庸

錯

簡

説

閑
洲
先
生
副
正
日
本
書
氾

萬
年
先
生
論
孟
首
章
諮
義

御
同
志
中
相
談
覺

同

外

事

記

堺

校

公

務

詑

録

懐

穏

堂

義

金

涼

宅
幸
蔵
焚
宅
二
付
御
同
志
巾
懸
合
覺

快
憾
堂
定
約
附
訛

七
点
を
寄
贈
せ
ら
る
。

懐

徳

堂

内

事

記


